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2020年には25%オフ

近
年
、
地
球
温
暖
化
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
異
常
気
象
が
世
界
各
地
で
起
き
て

い
ま
す
。
昨
年
１０
月
に
起
き
た
奄
美
大
島
の
豪
雨
や
今
年
の
豪
雪
な
ど
も
そ
の
影

響
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

自
然
災
害
を
な
く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
そ

の
発
生
の

一
因
と
考
え
ら
れ
る
温
暖
化
を
こ
れ
以
上
進
め
な
い
こ
と
、
そ
し
て
温

暖
化
対
策
を
少
し
で
も
早
く
、
か
つ
、
継
続
し
て
行
っ
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
で

し
よ
う
か
。
そ
ん
な
思
い
を
持

っ
て
つ
く

っ
た
の
が

「長
浜
市
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
（区
域
施
策
編
と

で
す
。

答
申

ア
ン
ケ
ー
ト

３
月
１
日
、
藤
井
市
長
は
、
長
浜

市
環
境
審
議
会
の
富
岡
会
長
か
ら
長

浜
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（区

域
施
策
編
）
の
策
定
に
つ
い
て
答
申
を

受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
で
は
そ

の
答
申
を
尊
重
し
、
地
球
温
暖
化
対

策
の
方
針
を
定
め
た
長
浜
市
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
（区
域
施
策
編
）を

つ
く
り
ま
し
た
。

市
民
会
議

平
成
２２
年
度
は
、
学
識
経
験
者
、

関
係
団
体
の
代
表
者
、
公
募
市
民
の

‐４
人
で
構
成
す
る

「長
浜
市
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
（区
域
施
策
編
）策

定
市
民
会
議
」
を
設
置
し
、
計
画
素

案
の
検
討
を
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。市

民
会
議
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
や
市
内
で
排
出
さ
れ
る
温
室
効

果
ガ
ス
の
状
況
（グ
ラ
フ
２
参
照
）を
ふ

ま
え
、
課
題
や
対
策
を
検
討
し
、
フ

ー
ク
シ
ョ
ツ
プ

で
理
念
や
方
針
な
ど

が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

最
後
と
な

っ
た
昨
年
姥
月
の
第
５
回

会
議
で
素
案
を
ま
と
め
て
い
た
だ
さ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
パ
ブ
リ

ッ
ク

コ
メ
ン
ト

で
９
人
か
ら
５２
件
の
ご
意
見
を

い
た

だ
き
、
素
案
を

一
部
修
正
し
て
計
画

案
を
つ
く
り
ま
し
た
。

計
画
は
平
成
２‐
年
度

か
ら
２
年
間

か
け
て

つ
く
り
ま
し
た
。
平
成
２‐
年

度
は
、
市
民
や
事
業
所

の
皆
さ
ん

の

地
球
温
暖
化

に
対
す
る
意
識
や
意
見
、

日
々
の
活
動
状
況
な
ど
を
把
握
す
る

た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

１８
歳
以
上

の
市

民
約
１
２
０
０
人

に
送
り
、
そ

の
３

分

の
２
に
あ
た
る
約
８
０
０
人
か
ら

回
答
を

い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、

事
業
所
は
１
１
４
社

に
送
り
、

４８
社

か
ら
回
答
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

中

で
も
地
球
温
暖
化
防
止

の
た
め

に
必
要
な
取
組
を
聞

い
た
質
問
に
は
、

市
民

の
皆
さ
ん
は

「自
然

エ
ネ

ル
ギ

ー

の
利
用
推
進
」
、

「省

エ
ネ
行
動

の

推
進
」
、

「
ご
み
の
３
Ｒ
の
推
進
」
を
、

事
業
所

の
皆
さ
ん
は

「
ご
み
の
３
Ｒ

の
推
進
」
、

「省

エ
ネ
行
動

の
推
進
」
、

「従
業
員

へ
の
娯
境
教
育
」
を
挙
げ
ら

れ
ま
し
た
。

（グ
ラ
フ
ー
参
照
）
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▲藤井市長へ答申書を手渡す富岡会長 (左 )

Q.地球温暖化防止のために必要だと考える取組 (複数回答)

太陽光 風力発電などの自然エネルギーの不J用 を進める

家電製品なとのエネルギー効率を向上したり、省エネ型家電への買い曽えを連める

ライフスタイ,レ を見直し、省エネを心がける

事業所や工場などにおいてエネルギーを効率的に使用する

自転車や公共交通機関を利用するなとし、自動車の使用を控える

ごみの発生抑制、ものの再使用 百資源化に努める

薪林 緑地整備を行い、二酒織化炭素を]漁 収する縁を増やす

燕林整備により発生する間伐材などの木質資源を有効利用する

住民だけでなく、一時滞在者を巻き込んだ取り組みを展開する

環境教育 環境学習の機会を増やす

堰境についての情報を広く普及させる

環境税の導入や、l氏公害車 11ヽ 燃貴自動車購入への優遇指置など、経済的取り組みを強化する

その他

無回答
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2フ%

06%
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太陽光 風力発電などの自然エネルギーの利用を進める 292%

項業所や工場などにおける設備機器 生産ラインなどを見直し、省エネに努める

事業所や工場などにおける従業員の行動を見直し、省エネに努める

通勤 外出「寺に自転準や公共交通機関を利用るすなどし、自動車の使用を控える

ごみの3R活動に努める

こ酸化炭素を吸収する縁を、事業所や工場の敷地内に増やす

従業員に対し、環境に関する教育の実施に努める

環境に関する取り組み状況を広く一般に広報する

カーボンオフセツトや国内クレジット制度に取り組み、排出される温室効果ガスについて相殻する

その他

無回笞
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温室効果ガス総排出量の推移

(千 t C02)  計9700 計9405言+9892
廃葉物 106

1990年 度    2005年 度 2008年度

(千 t C02)

300

部門別割合の推移

２
０
０
８
年
度
の
長
浜
市
の
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
は
、

９４
万
ト
ン
で
、

基
準
と
し
て
い
る
１
９
９
０
年
か
ら

比

べ
る
と
約
３
％
、
３
万
ト
ン
少
な

く
な

っ
て
い
ま
す
。
部
門
別
に
見
る

と
産
業
部
門
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
民
生
業
務
部
門

や
家
庭
部
門
、
運
輸
部
門
で
増
加
し

て
い
ま
す
。

課
題
は
、
そ
う

い
っ
た
増
加
部
門

へ
の
対
応
と
ア
ン
ケ
ー
ト
で
意
見
の

多
か

っ
た

「省

エ
ネ
」

。

「自
然

エ

ネ
ル
ギ
ー
」

。

「
ご
み
の
３
Ｒ
」

ヘ

の
取
組
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
市
内
に
は
Ｃ０２
を
吸
収
す
る

森
林
が
多

い
こ
と
か
ら
、
森
林
に
よ

る
吸
収
機
能
を
最
大
限
に
活
用
す
る

こ
と
も
課
題
で
す
。

３
つ
の
理
念

市

の
温
暖
化
対
策

の
方
向
性
を
示

し
、
想

い
を
共
有
す

る
た
め
、
市
民

会
議

で
の
意
見
を
ふ
ま
え
、
３

つ
の

理
念
を
掲
げ
ま
し
た
。

０
自
然
を
い
か
す

豊
か
な
自
然
が
た
く
さ
ん
あ
る
の

で
、
そ
の
恵
み
に
感
謝
し
、
い
か

す
心
を
も
つ
こ
と

０
文
化

。
歴
史
を
大
切
に
す
る

昔
な
が
ら
の
い
い
も
の
を
学
び
、
継

承
し
、
大
切
に
す
る
心
を
も
つ
こ
と

０
自
律
と
つ
な
が
り

一
人
ひ
と
り
が
自
ら
行
う
気
持
ち

を
持
ち
な
が
ら
、
み
ん
な
と
連
携

し
て
い
く
心
を
も
つ
こ
と

ま
た
、
そ
の
理
念
に
基
づ
き
、
部

門
ご
と
に
取
組
方
針
を
掲
げ
る
と
と

も
に
、
市
の
特
性
や
課
題
を
ふ
ま
え
、

市
民

・
事
業
者

・
市
が
協
働
し
て
取

り
組
め
、
地
域
の
活
性
化
が
期
待
で

き
る
も
の
と
し
て
、
次
の
３
つ
を
重

点
施
策
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。

重
点
施
策

０
な
が
は
ま
産
の
活
用
と

地
産
地
消
の
推
進

地
元
の
も
の
を
地
元
で
活
用
す
る

こ
と
で
、
輸
送
に
か
か
る
Ｃ０２
削
減
と

森
林
と
農
地
の
適
正
保
全
に
よ
る
ＣＯ

削
減
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

●
な
が
は
ま
版
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
づ
く
り

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
や
自
転
車
利
用
な

ど
ＣＯ
を
出
さ
な

い
交
通
の
整
備
を
行

い
、
長
浜
の
自
然
や
歴
史

・
文
化
を

感
じ
る
観
光
を
推
進
し
、

ＣＯ
削
減
を

図

っ
て
い
き
ま
す
。

０
な
が
は
ま

「楽
エ
コ
」

チ
ャ
レ
ン
ジ
作
戦

各
家
庭
で
楽
し
く
、
楽
に
取
り
組
め

る
基
準
を
つ
く
り
、
毎
日
続
け
る
こ
と

で
ＣＯ
削
減
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

削
減
目
標

重
点
施
策

の
ほ
か
様

々
な

こ
と

に

取
り
組

み
、
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量

を
国
と
同
じ
よ
う

に
２
０
２
０
年
度

に
１
９
９
０
年
度
比

で
２５
％
削
減
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

回
環
境
保
全
課
（盆
６
５
！
６
５
１
３
）

現
状
と
課
題

▲ワークショップで2020年 の長浜の姿を
検討する市民会議のメンバー
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404%
3フ 2%

省エネ行動の推進

381%

とみの 3R推 進

3R(ス リーアール)

、
ツ
´

315%
45%

2フ%

産業  民生業務  民生家庭  運輸   廃菜物

30% 40% 50% 60%

4フ 9%

354%
省エネ行動の推進

625%

t~みの 3R推 進
4フ 9%

1従業員への環境教甫 !

10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

民生家庭909
民生家薩 122.4

民生業務 1023 民生漂庭1440

民生業務 1335

産業 4968
産業 6307

産業 4524

市民■ 1990年度
□ 2005年度
□ 2008年度

事業者
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地球温暖化とは、CO?(二酸化炭素)な どの温室効果ガスの濃度が増加 し、地表面の温度が上昇すること
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